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令和6年度 鹿児島学力・学習状況調査の結果について

春陽の候，皆様におかれましては，ますます御清祥のことと存じ上げます。さて，令和７年１月１５
日（水）・１６日（木）に５年生を対象に実施した鹿児島学力・学習状況調査の結果概要をお知らせいた
します。
この調査は鹿児島県の児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の改善を図るとともに，

学校における学習指導に役立てることを目的としています。本校でも，その目的を押さえつつ，教育課
程や授業改善に生かして参りたいと考えております。
今後とも，本校の教育に御理解・御協力をいただきますようお願い申し上げます。

１ 本校・県の平均通過率の比較（％）

２ 本校の課題
≪国語≫

「話すこと・聞くこと」に関しては，相手に伝えたいことがよく伝わるように，理由や事例を選ん
だり，条件に応じた記述の仕方を工夫したりすることに課題があります。「読むこと」での登場人物の
気持ちについて，叙述をもとに捉える問題についてはやや改善が見られました。
≪社会≫

「国土に関する用語」「日本の工業地帯の名称」など，基礎的な知識や用語の意味理解を問う問題に
ついてやや改善が見られました。思考・判断・表現では，複数の資料から正しい情報を読み取ること
についてや，提示された資料を比較して読み取ったことを基に説明することについては，課題が見ら
れました。

≪算数≫
基礎的な計算問題，数量関係を数直線上に表す問題，図形の性質について課題があります。表の読

み取りについてはやや改善が見られましたが，折れ線グラフと棒グラフから必要な情報を読み取るこ
とには課題が見られました。
≪理科≫

基礎的な知識や用語の意味理解を問う問題について課題があります。思考・判断・表現については，
条件を制御して実験方法を発想することについてはやや改善が見られましたが，予想が正しければど
のような実験結果が得られるか考察したり，実験結果を基にしながらその情報を分析して解釈するこ
とに課題があります。

３ 今後の対策について
① 基礎・基本の定着を図るために，繰り返しや反復学習で理解を確実にし，学習内容の定着が不十
分な児童に対する個別指導，補充指導など，個に応じた指導の充実を図ります。

② 授業の中で，記述する活動や知識や技能を活用する場面を意図的に設定し，思考力・判断力・表
現力を身に付けていくようにします。

③ ペア・グループ活動などを取り入れながら多面的・多角的に考察し，その過程や結果を説明した
り論述したりできるようにしていきます。

④ 本調査で課題となった思考力・判断力・表現力等を強化できる演習問題に，計画的・継続的に取り
組ませていきます。（学力向上タイムや授業の中での実施と家庭学習の取組）

⑤ 学力向上に向けたＩＣＴの活用を推進し，子供たちが意欲的に学習に取り組むことができるように
します。

⑥ 子供たちが，学校でしっかりと学ぶためには，生活リズムを整えることが大切です。睡眠時間，学
習時間，メディア時間等，家庭での生活についても御留意いただけますようお願いいたします。


